
   
 
 
 
 

 
 

 

学年通信の名前が決まりました。『ネモフィラ』。ネモフィラ全体の花言葉は「どこでも成功」「可憐」

「あなたを許す」です。愛らしいイメージのネモフィラですが、強い生命力を持ち、多少の日陰やアスフ

ァルトの隙間でも、ぐんぐん育っていく丈夫な一面も。そんな特徴から「どこでも成長」という花言葉が

つけられたそうです。沢山のネモフィラが寄り添って咲く様子に目が行きがちですが、小さい花びらの

中に織りなされる青のグラデーションも美しい花です。この花のように、一人一人が逞しく成長し、他者

を許せる人になってくれれば…。名前を考えてくれた皆さんありがとうございました… 

                 ６日は中秋の名月。当日は曇り空で月 

                 を拝むことは出来なかったけれど、水 

                   曜日の明け方には綺麗な月が西の空に 

                                    浮かんでました。『月でつく ウサギの 

                  もち米 備蓄米』（あるラジオの投稿） 

※ 来週から合唱コン練習が始まります。水曜日は５校時、その他の曜日は６校時がクラス毎の練習にな

ります。体育館や音楽室での練習、各クラスやメディアスペースを使用した練習です。時間厳守にな

りますから、移動を含め手際よく練習してください。そこもクラスの協力が必要です。 

※ 下記に示した通り、時間割が変わっています。必ず確認をしてください。 

 

 ｖｅｒ １０/１３（月）～１７（金） 

１組 月 火 水 木 金  ２組 月 火 水 木 金 

１ 
ス
ポ
ᶌ
ツ
の
日 

英 語 技 術 体 育 数 学 １ 
ス
ポ
ᶌ
ツ
の
日 

英 語 国 語 国 語 数 学 

２ 音 楽 英 語 国 語 理 科 ２ 理 科 英 語 体 育 国 語 

３ 国 語 数 学 数 学 社 会 ３ 体 育 数 学 数 学 理 科 

４ 体 育 国 語 英 語 英 語 ４ 社 会 音 楽 英 語 英 語 

５ 任命式 合唱連 社 会 リ ハ ５ 任 命 式 合 唱 連 技 術 リ ハ 

６ 合唱連  合唱連 合唱連 ６ 合 唱 連  合 唱 連 合 唱 連 

 

３組 月 火 水 木 金  ４組 月 火 水 木 金 

１ 
ス
ポ
ᶌ
ツ
の
日 

国 語 数 学 英 語 社 会 １ 
ス
ポ
ᶌ
ツ
の
日 

体 育 数 学 英 語 理 科 

２ 体 育 国 語 数 学 技 術 ２ 国 語 社 会 数 学 社 会 

３ 英 語 英 語 体 育 数 学 ３ 英 語 理 科 国 語 数 学 

４ 家 庭 理 科 国 語 国 語 ４ 音 楽 英 語 体 育 音 楽 

５ 任命式 合唱連 家 庭 リ ハ ５ 任 命 式 合 唱 連 理 科 リ ハ 

６ 合唱連  合唱連 合唱連 ６ 合 唱 連  合 唱 連 合 唱 連 

裏面に続く 

 

日 曜 学校行事等 持ち物・提出物 

13 月 スポーツの日                                                   

14 火 

50×⑥ ⑤任命式・後期活動方針発表会  

特別時間割開始 下記時間割参照 

合唱コン練習開始 （１・２・３組 音楽室練習）    

白衣  

15 水 50×⑤ 合唱コン練習（１組 第二体育館 ４組 音楽室練習）                   

16 木 50×⑥ 合唱コン練習（２・３・４組 第二体育館練習）  

17 金 50×⑥ 合唱コン練習（１・２・３組 第一体育館練習） 白衣持ち帰り  

ネモフィラ    

江戸川区立松江第五中学校 青学年学年通信 第 22 号 2025,10,10 



 

  環境問題をテーマにした絵画コンクールで、１年生から１０人の人が表彰されました。１階美術室前

から階段にかけて展示されると思います。楽しみです！！地球温暖化、海洋汚染、ゴミの不法投棄…。 

一人一人が日頃からちょっとだけ注意していれば改善できることが多い気がします。今年の夏は平年よ

りも２,３６度平均気温が高かったとのこと。これは気象庁が１８９８年（明治３１年）に統計を開始し

てから最も暑い夏だったそうです。みんなに出来ることって何でしょう？フードロスの減少？無駄な電

気を使わない？ごみの分別（リサイクル）？…。コンクールに入賞した絵画を見るたびに、少しだけ考え

てくれたら…。環境問題は一気に進んでいます。その状況を改善するには長い年月が必要です。今できる

ことを少しずつ、『みんな』で心掛けていこう。 

【区長賞】 ※（敬称略） 

 加藤 芽依  黒木 佐南  中村 貴陽  寺田 斉人 

【協議会長賞】 

 阿部 友葵  加藤 悠人  藤田 和  渡邊 創介   

荒 藍海  酒井 友梨奈 

 

 

 ８日の５校時に学年弁論大会が開かれました。弁論者は６名（以下弁論発表者とテーマ 弁論順） 

 

３組 伊藤 莉愛 「命は電池？」 

４組 酒井 友梨奈「思いやりの心」 

２組 中村 貴陽 「自分らしく生きる」 

１組 村松 紗衣 「心の安全基地」 

２組 加藤 芽依 「私に今、できること」 

２組 黒木 佐南 「自分の世界、相手の世界」 

 

《以下、弁論を聞いた人たちからの意見》 

 

・弁論してくれた人は全員、人権とは遠い国の話ではなく、私達の身近なものということを教えてくれる

内容だったのかなと私は思いました。 

・一人一人が自分の伝えたいことをしっかりと主張していて良かった。自分の実体験やその時感じたこ

と、その時の状況などを言葉で表していたのでとてもわかりやすかった。それに主張していたこと全

てがその人に関係することだけではなく、自分達にも当てはまっていると感じた。何かに向かって自

分らしく行動したり、周りの理解を得ることで差別がなくなったり、そのようなことを普段考えたこ

とがなかったので、この弁論大会を機に人権について深く考えることができた。 

・今回発表をした 6 人には「お疲れさまでした」と「私に新しい価値観をくれてありがとう」とお礼が

言いたいです。 

・今回の人権を考えるまで自分には到底関係ないことだと思っていたけれど、身近なものだと見方が変

わった。１番怖いのは無意識によるものだと感じた。自分は悪いと思っていなくても相手を傷つけて

しまうから。人権は遠いものではなく身近なもので、私達の生活にとても関わっていると実感した。 

・弁士の姿勢、ジェスチャー、トーン、始め方、終わり方、文の構成、全てが言葉に出来ないくらい素晴

らしかった。みんな自分の意見をしっかり持っていて、それを私達に伝えたいという意思がしっかり

と伝わった。自分の経験をもとにして自分の主張をはっきりと正確に書いて、大勢の聞き手がいる中

でほとんど台本を読まずにここまで弁論できるのかと感動した。これからは周りに気を配る・自分の

個性、相手の個性を尊重する・相手がいなくても、相手が嫌と思うことは言わないなど、弁論大会を経

験して改めて大事なことだと思った。そして、自分の強みを否定しなくていいんだと感じた。私はこれ

まで自分の強みを何度も否定したことがあった。親戚や友達に比べて私は何もできないんだと何度も

思った。けど、自分の意見を尊重して、好きなことを思う存分やっていいんだと思った。大事な機会を

ありがとうございました。 

 


